
市
長
は
、
就
任
以
来
、
財

政
健
全
化
対
策
に
取
り
組
み
、

想
定
さ
れ
て
い
た
収
支
不
足
を

解
消
し
た
。

　
新
た
に
策
定
し
た
「
千
歳
市

財
政
標
準
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

収
支
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
と
ス
ト

ッ
ク
改
革
を
中
心
に
、
健
全
な

財
政
運
営
と
安
定
的
な
財
政
基

盤
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
今
後
、
第
２
庁
舎
建
設
、

消
防
庁
舎
改
修
、
新
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
等
の
大
型
事
業
の
実

施
に
あ
た
り
、
財
源
確
保
の
考

え
方
と
財
政
標
準
化
計
画
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
再
編
交
付
金
の
延
長
、

公
共
事
業
の
実
施
に
際
し
て
地

元
企
業
へ
の
発
注
、
公
共
事
業

の
調
達
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

　
市
役
所
本
庁
舎
や

消
防
総
合
庁
舎
の
耐
震
化
、
第

２
庁
舎
建
設
、
新
給
食
セ
ン
タ

ー
整
備
な
ど
の
大
型
事
業
を
予

定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業

実
施
に
お
い
て
も
財
政
標
準
化

計
画
で
定
め
た
目
標
額
を
順
守

す
る
こ
と
を
財
政
運
営
の
基
本

に
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
多
額
の

費
用
が
見
込
ま
れ
、
第
２
庁
舎

建
設
事
業
は
補
助
金
活
用
な
ど

に
加
え
、
財
政
標
準
化
計
画
で

公
共
施
設
整
備
基
金
の
一
部
を

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
再
編
交
付
金
は
、
引
き
続
き

国
に
期
間
延
長
を
強
く
要
望
し

て
い
く
。
地
元
企
業
へ
の
発
注

年
を
め
ど
に
来
道
外
国
人
観
光

客
を
３
０
０
万
人
」
と
す
る
目

標
を
掲
げ
、
空
港
機
能
の
強
化

を
進
め
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
新
千
歳
空
港
の
発
着
枠
の
拡

大
、
国
際
線
・
国
内
線
の
狭

き
ょ
う

あ

い
化
に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

　
ま
た
、
新
千
歳
空
港
の
24
時

間
運
用
枠
拡
大
協
議
に
お
け
る

地
域
協
議
会
と
の
基
本
合
意
に

向
け
て
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
新
千
歳
空
港
は
、

運
航
過
密
化
や
発
着
枠
の
制
限

な
ど
か
ら
、
航
空
会
社
が
希
望

す
る
昼
間
の
乗
り
入
れ
が
出
来

ず
、
時
間
帯
の
変
更
や
国
際
線

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
就
航
を
断
念

す
る
事
案
が
発
生
し
て
い
る
。

　
国
は
、
盆
や
年
末
年
始
な
ど

臨
時
便
等
の
発
着
枠
を
試
行
的

に
拡
大
し
、
運
航
状
況
の
評
価

結
果
を
踏
ま
え
、
発
着
枠
拡
大

の
検
討
を
行
う
と
の
こ
と
で
あ

国
が
平
成
26
年
に
策
定
し

た
「
日
本
再
興
戦
略
２
０
１
４
」

で
、
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
等
を
見
据
え
た
観
光
振
興
お

よ
び
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
拡

大
に
向
け
た
取
組
が
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。

　
北
海
道
知
事
は
「
２
０
２
０

代表質問

（９） ◆ Ｈ 27年２定（６月議会）◆

状
況
は
、
昨
年
度
の
市
の
工
事

件
数
の
約
97
％
が
地
元
企
業
へ

の
発
注
で
あ
る
。
今
後
も
入
札

の
透
明
性
や
公
平
性
、
適
正
な

競
争
を
確
保
し
た
う
え
で
、
地

元
企
業
の
受
注
機
会
の
確
保
に

努
め
る
。
ま
た
、
リ
ー
ス
方
式

を
採
用
す
る
場
合
も
、
技
術
・

能
力
的
に
可
能
な
も
の
は
地
元

企
業
の
活
用
を
基
本
的
考
え
と

し
て
取
り
組
む
。

問

問

そ
の
他
の
質
問

  

・
農
業
施
策

　
な
ど

答

答

古川 昌俊 議員

自民党議員会

行
　
政

　
運

　
営

新
千
歳
空
港
の
機
能
強
化

る
。
新
千
歳
空
港
は
北
海
道
経

済
の
振
興
と
発
展
に
欠
か
せ
な

い
拠
点
空
港
で
あ
り
、
国
防
の

観
点
を
含
む
航
空
機
の
安
全
運

航
を
前
提
に
発
着
枠
拡
大
の
早

期
実
現
を
期
待
す
る
。
空
港
施

設
の
拡
充
は
、
当
市
の
経
済
や

雇
用
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
、

早
期
実
現
で
き
る
よ
う
国
に
要

望
活
動
を
実
施
す
る
。

　
24
時
間
運
用
枠
拡
大
は
、
市

や
北
海
道
の
発
展
に
極
め
て
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
実
現
は
、

地
域
に
負
担
を
か
け
る
も
の
で

あ
り
、
必
要
な
対
策
が
講
じ
ら

れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
地

域
の
意
見
を
丁
寧
に
聴
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。
私
と
し
て

も
、
基
本
合
意
に
向
け
た
課
題

解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

市
政
に

つ
い
て
の
質
問

　今定例会では、６月８日、

11 日、12 日の３日間、各会

派等の代表質問と一般質問

が行われました。

　これらの質問の中から、

主なものを掲載します。

　なお、質問議員の会派およ

び氏名は、次のとおりです。

 ☆自民党議員会

　　古川　昌俊　議員

　☆ちとせの未来を創る会

　　渡辺　和雄　議員

　☆公明党議員団

　　田口　　博　議員

 ☆日本共産党

　　佐藤　　仁　議員

代表質問議員

一般質問議員



市
は
、
結
婚
に
繋つ

な

が
る
出

会
い
の
場
を
提
供
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
初
め
て
婚
活
事
業

現
在
、
千
歳
市
は
１
つ
の

セ
ン
タ
ー
で
約
９
，
０
０
０
食

の
給
食
を
作
っ
て
お
り
、
他
市

け
、
商
店
街
振
興
組
合
等
に
よ

り
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
共

同
事
業
や
来
街
者
歓
迎
事
業
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
空
き
店

舗
解
消
の
た
め
の
支
援
も
行
っ

て
き
た
。

　

今
後
、
中
心
市
街
地
以
外
に

お
い
て
商
店
街
振
興
組
合
が
組

織
さ
れ
、
商
業
振
興
を
図
る
事

業
が
実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
そ

の
支
援
も
必
要
と
な
る
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
商
業
振
興
プ
ラ

ン
の
目
標
や
施
策
等
を
協
議
す

る
「
千
歳
市
商
業
振
興
懇
話
会
」

で
議
論
し
た
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

  

・
市
民
協
働
推
進

 

・
子
育
て
施
策
　
な
ど

渡辺 和雄 議員

自民党議員会

す
る
た
め
の
重
要
な
事
業
で
あ

り
、
そ
の
機
能
や
設
備
な
ど
に

つ
い
て
十
分
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成

27
年
度
に
お
い
て
、
先
進
地
視

察
や
整
備
手
法
の
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
保
護
者
や
教
職
員

な
ど
の
学
校
関
係
者
か
ら
幅
広

く
意
見
を
聞
く
た
め
、
教
育
委

員
会
職
員
や
栄
養
教
諭
、
校
長

会
、
教
頭
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

の
代
表
な
ど
で
構
成
す
る
検
討

委
員
会
の
設
置
を
検
討
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
基
本
構
想
案
に
つ
い

て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

に
も
、
市
と
し
て
何
ら
か
の
支

援
・
補
助
を
拡
充
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
の
か
、
所
見
を
伺

う
。

市
長

　
本
市
は
こ
れ
ま
で

人
口
の
増
加
が
続
き
、
計
画
的

な
市
街
化
区
域
の
拡
大
に
伴
い
、

郊
外
に
は
新
た
な
住
宅
地
が
造

成
さ
れ
、
商
業
店
舗
の
出
店
・

開
業
も
行
わ
れ
て
き
た
。

　

現
在
、
市
で
は
「
第
２
期
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に

よ
り
、
Ｊ
Ｒ
千
歳
駅
を
中
心
と

す
る
半
径
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

範
囲
を
中
心
市
街
地
地
区
と
定

め
、
商
業
、
行
政
、
文
化
施
設

な
ど
が
集
積
す
る
利
便
性
を
生

か
し
、
「
ま
ち
の
顔
」
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
機
能
と
空
間
を
備
え

た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
心
市

街
地
の
商
業
機
能
の
充
実
に
向

商
店
街
の
振
興

答

市
内
に
は
、
中
心
市
街
地

の
他
に
も
近
隣
商
業
地
域
な
ど
、

都
市
計
画
上
、
店
舗
を
構
え
る

こ
と
が
可
能
な
地
区
が
存
在
す

る
。
今
後
、
少
子
高
齢
化
社
会

が
進
行
す
る
一
方
で
、
高
齢
者

が
「
徒
歩
」
で
買
い
回
り
で
き

る
商
業
店
舗
の
維
持
・
拡
充
が
、

向
陽
台
地
区
な
ど
郊
外
で
も
望

ま
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
る
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望

な
ど
を
考
慮
し
て
、
今
後
、
こ

れ
ら
中
心
市
街
地
以
外
の
地
区

問

給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
築
移
転

（10）◆ Ｈ 27 年２定（６月議会）◆

ちとせの未来を創る会

定
　
住
　
促
　
進

問

宮原 伸哉 議員

公明党議員団

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
が
、
婚

活
事
業
の
今
後
の
事
業
展
開
に

つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
若
年
層
の
間
で
は
、

地
元
志
向
や
地
元
回
帰
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の

こ
と
に
対
す
る
市
の
捉
え
方
に

つ
い
て
伺
う
。

　
さ
ら
に
、
雇
用
や
居
住
場
所
の

確
保
な
ど
、
若
者
が
地
域
で
生

活
す
る
た
め
の
支
援
策
も
必
要

で
あ
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

つ
い
て
は
、
東
京
で
開
催
し
た

「
本
気
の
移
住
相
談
会
」
に
お
い

て
、
来
場
者
の
半
数
近
く
が
30

歳
代
か
ら
40
歳
代
の
子
育
て
世

代
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
関

心
が
高
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
若
者
の
地
元
志
向
や

地
元
回
帰
に
対
す
る
支
援
策
に

つ
い
て
、
本
年
度
策
定
予
定
の

「
地
方
版
総
合
戦
略
」
で
、
大
学

生
や
高
校
生
を
対
象
と
し
て
市

内
へ
の
進
学
・
就
職
の
意
向
や

市
内
居
住
に
関
す
る
意
識
調
査
、

道
外
か
ら
北
海
道
へ
の
移
住
希

望
者
を
対
象
と
し
て
当
市
の
移

住
に
関
す
る
優
位
点
な
ど
を
探

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
な
ど

を
実
施
す
る
。
こ
の
意
識
調
査

の
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

市
民
や
関
係
機
関
で
組
織
す
る

「
総
合
戦
略
策
定
市
民
会
議
」
で

支
援
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

で
も
あ
ま
り
例
の
な
い
こ
と
と

思
う
。
温
か
い
食
べ
物
が
温
か

い
ま
ま
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う

の
は
、
お
い
し
い
給
食
の
条
件

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
保
護
者
の
方
々
に
と

っ
て
は
、
建
設
場
所
、
器
ひ
と

つ
に
も
思
い
が
あ
る
。

　
千
歳
市
は
「
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
お
り
、

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
を
「
市

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
造
り
上
げ

て
い
く
」
と
い
う
協
働
の
精
神

で
、
市
民
会
議
を
設
置
し
、
保

護
者
や
教
職
員
の
意
見
を
、
最

大
限
に
生
か
す
な
ど
の
方
策
に

つ
い
て
、
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　

新
給
食
セ
ン
タ

ー
の
建
設
は
、
現
在
の
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
が
抱
え
る
課
題
を

解
決
し
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全
、

安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供

答

市
長
　
婚
活
事
業
は
、
千

歳
市
移
住
・
定
住
促
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
今
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
今
年
度
中
に
バ
ス
ツ
ア

ー
を
セ
ッ
ト
に
し
た
パ
ー
テ
ィ

ー
を
２
回
予
定
し
て
お
り
、
参

加
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
ら
れ
る
よ
う
内
容
を
よ
く

検
討
す
る
。

　

若
年
層
で
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
地
元
志
向
や
地
元
回
帰
に

答 問



私
は
、
戦
後
70
年
間
に
お

い
て
、
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
自

市
は
、
平
成
９
年
に
北
海

道
が
策
定
し
た
「
ご
み
処
理
の

広
域
化
計
画
」
で
設
定
さ
れ
た

道
央
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
入
ら
ず
、

当
初
は
単
独
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
、
千
歳
市
を
含
む
２
市
３

町
に
お
い
て
道
央
廃
棄
物
処
理

組
合
を
設
立
し
、
広
域
化
と
な

る
焼
却
施
設
稼
働
を
目
指
し
、

代表・一般質問

い
う
要
望
の
検
討
を
求
め
る
が
、

検
討
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
示
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

集
団
的
自
衛
権
は
、

「
一
層
厳
し
さ
を
増
す
わ
が
国
周

辺
の
安
全
保
障
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
、
安
全
保
障
基
盤
を

再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

の
認
識
か
ら
、
国
に
お
い
て
検

討
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
、
政
府

は
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
に
つ

い
て
、
３
つ
の
新
し
い
要
件
を

満
た
す
場
合
に
限
り
、
憲
法
第

９
条
の
下
に
お
い
て
認
め
ら
れ

る
自
衛
の
措
置
と
し
て
の
集
団

的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て

い
る
。

　

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
た
め

の
安
保
法
制
関
連
法
案
に
つ
い

て
、
現
在
、
国
会
に
お
い
て
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、

安
保
法
制
関
連
法
案
の
強

行
成
立
に
つ
い
て
、
国
民
の
多

数
が
「
今
国
会
で
の
成
立
」
に

反
対
し
、
８
割
が
政
府
の
説
明

が
「
不
十
分
」
と
い
う
中
で
、「
夏

ま
で
に
成
立
」
な
ど
と
法
案
を

強
行
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
国
民
の
８
割
が
説
明
不
十
分
、

多
く
の
国
民
が
今
国
会
で
の
強

行
成
立
に
反
対
の
世
論
が
あ
る

が
、
市
長
と
し
て
、
国
に
対
し

て
「
強
行
成
立
は
す
る
な
」
と

問

そ
の
他
の
質
問

 

・
定
住
促
進

答

佐藤 仁 議員

日本共産党

集
団
的
自
衛
権
行
使

戦
後
70
年
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
な
い
要
因

問
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ご
み
処
理
広
域
化

問

現
在
に
至
る
。

　
そ
こ
で
、
平
成
36
年
度
予
定

の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
市
民
生

活
に
関
係
す
る
ご
み
袋
の
単
価

設
定
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

市
長

　
道
央
廃
棄
物
処
理

組
合
が
本
年
３
月
に
策
定
し
た

「
ご
み
処
理
広
域
化
基
本
計
画
」

に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
は
「
建

設
候
補
地
の
３
次
選
定
」
を
行

い
、
28
年
度
は
建
設
候
補
地
の

そ
の
他
の
質
問

 

・
商
業
振
興
策

 

・
生
活
困
窮
者
支
援

 

・
住
宅
防
音
工
事

　
な
ど

単
独
処
理
よ
り
も
、
低
く
抑
え

ら
れ
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
ご
み
処
理
手
数
料
は
、

燃
や
せ
る
ご
み
・
燃
や
せ
な
い

ご
み
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
の
単

価
を
２
円
と
し
て
い
る
が
、
手

数
料
の
改
定
は
、
将
来
の
ご
み

量
や
経
済
情
勢
な
ど
に
よ
り
、

ご
み
処
理
経
費
は
変
動
す
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
適
切

な
時
期
に
検
証
を
行
い
、
ま
た
、

近
隣
自
治
体
の
状
況
な
ど
も
参

考
に
し
な
が
ら
判
断
す
る
。

決
定
、
29
年
度
は
測
量
お
よ
び

生
活
環
境
影
響
調
査
、
基
本
設

計
、
30
年
度
は
用
地
取
得
、
都

市
計
画
決
定
及
び
実
施
設
計
、

31
年
度
か
ら
35
年
度
ま
で
は
建

設
工
事
の
実
施
、
36
年
度
か
ら

焼
却
施
設
の
稼
働
と
い
っ
た
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
ご
み
の
広
域
処
理
に

よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ

り
、
ご
み
処
理
コ
ス
ト
は
市
の

答

私
と
し
て
は
、
引
き
続
き
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

国
民
に
対
し
丁
寧
な
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、

議
論
の
行
方
を
注
意
深
く
見
守

り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
要
望

を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

衛
隊
員
の
戦
争
に
よ
る
犠
牲
者

を
一
人
も
出
し
て
い
な
い
こ
と

の
歴
史
の
重
さ
を
つ
く
づ
く
感

じ
る
。

　
こ
れ
は
、
戦
争
の
放
棄
、
戦

力
の
不
保
持
、
交
戦
権
の
否
認

を
明
示
し
て
い
る
憲
法
第
９
条

が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。

　
市
長
は
、
戦
後
70
年
間
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
今

日
に
至
っ
て
い
る
の
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
と

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長　

わ
が
国
が
戦
後
70

年
間
、
平
和
な
状
態
を
維
持
で

き
た
こ
と
は
、
国
際
情
勢
等
多

く
の
要
因
が
複
合
し
た
も
の
と

考
え
る
が
、
国
民
が
平
和
を
願

い
続
け
た
こ
と
や
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
奔
走
し
た
政
治
家

が
い
た
こ
と
、
昼
夜
を
分
か
た

ず
任
務
に
ま
い
進
し
た
自
衛
官
、

答

警
察
官
、
海
上
保
安
官
、
消
防

官
な
ど
平
和
の
た
め
に
努
力
し

た
多
く
の
人
が
そ
こ
に
存
在
し

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

私
と
し
て
は
、
安
保
法
制
関

連
法
案
が
、
わ
が
国
、
そ
し
て

国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
つ

な
が
り
、
集
団
的
自
衛
権
を
行

使
す
る
こ
と
の
な
い
安
全
保
障

環
境
が
構
築
さ
れ
、
平
和
国
家

が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願

っ
て
い
る
。



      
収 入
( 円 )

支 出  （円） 
返還金
（円）研究研修費 資料作成費 資料購入費 支出合計

自 民 党
議 員 会

360,000 100,500 161,607 34,180 296,287 63,713

市民の会 120,000 80,250 11,119 44,790 136,159 0

公 明 党
議 員 団

90,000 0 45,584 44,061 89,645 355

細見正美（無所属） 30,000 0 0 31,870 31,870 0

落野章一（無所属） 30,000 0 62,640 0 62,640 0

渡辺和雄（無所属） 30,000 0 3,304 9,720 13,024 16,976

　
※議長、副議長及び日本共産党は、交付申請がなかったことから政務活動費を交付していません。
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平成 26 年度 

政務活動費収支報告

議
会
を
の
ぞ
い
て

　 

み
ま
せ
ん
か
！

　
　

議
会
を
傍
聴

す
る
こ
と
は
、
千

歳
市
で
何
が
行

わ
れ
、
何
が
決

め
ら
れ
て
い
る
の

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
一
つ
の

方
法
で
す
。

　 

ま
た
、
議
員
の
活
動
状
況
や
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
思
を
市
政
に

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
る
か

を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

 

簡
単
な
手
続
き
で
傍
聴
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、
議
会
に
足

を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

本
会
議
の
傍
聴
方
法

　●政務活動費とは？

　 地方自治法第 100条第 14 項から第 16 項までの規定により定めた「千歳市議会政務活動費

 の交付に関する条例」に基づき、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、会派  

 または議員に対して交付されます。

　●交付方法

　　①交付対象　　会派（諸派および無所属を含む。）

　　②交付金額　　年間３万円（１人）× 所属議員数

　　③使途基準　　

　　　・研究研修費（研修会等負担金、講師謝礼等）

　　　・資料作成費（印刷製本費、事務機器購入費等）

  　　・資料購入費（書籍、資料等の購入費）

　　④収支報告書・領収書の公開　

    　収支報告書・領収書の内容は、市議会ホームページで公開しています。

　　⑤その他　

      交付された政務活動費に残額がある場合は、 その額を返還することになります。

・
本
会
議
は
、
原
則
、
午
後
１
時  

か
ら
開
会
い
た
し
ま
す
。

・
入
口
で
住
所
や
氏
名
な
ど
を
ご
記   

  

入
の
上
、
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

・
携
帯
電
話
は
電
源
を
切
る
か
、      

マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
し
て
い
た
だ
き
、   

議
場
内
で
の
通
話
等
は
ご
遠
慮
願 

い
ま
す
。

・
開
会
中
は
、
会
議
の
妨
げ
と
な
ら

な
い
よ
う
静
か
に
傍
聴
願
い
ま
す
。
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